
Fig. 2. Lasing spectra under CW 

conditions at 25, 50, and 80C. 

Fig. 3. FFPs under CW conditions 

at 50 and 80C. 
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【はじめに】フォトニック結晶レーザー（Photonic-Crystal Surface-Emitting Laser）は、活性層近傍

に設けた 2次元フォトニック結晶（PC）による 2次元共振を利用した面発光型の半導体レーザー

である。原理的に、大面積でコヒーレントなレーザー発振が得られるため、高出力・高ビーム品

質なレーザーが作製可能である[1]。我々は、この特徴を活かした通信およびセンシング用光源と

して、光通信波長帯(1.3~1.55 m)の InP 系 PCSELを検討している。これまでに、二重格子 PCの

導入により室温 CW駆動において、250 mWの高出力かつ単一モード動作を実証した[2, 3]。今回は、

その温度特性を評価し、80℃においても単一モードかつ単峰な遠視野像が得られたので報告する。 

 

【構造と特性】我々の PCSELの特徴は、ドライエッチングにより PCを形成した後に、その上部

に活性層を再成長することである。これにより活性層へのドライエッチングダメージを回避して

いる。また、100 nm以下の InPスペーサー層を再成長し、空孔を維持した状態で平坦化を行うこ

とで、高アスペクト比(>5)の深い空孔を活性層近傍に形成できる。その結果、PC層内に強く光を

閉じ込めることが可能となる。今回、楕円と円形からなる二重格子 PCSEL(電流注入アパーチャー

径: 200 m)の温度特性を評価した。Fig. 1に、CW駆動時の電流-光出力(I-L)特性を示す。80Cの

動作温度においても発振が得られ、その時の光出力は 48 mWであった。しきい値電流の温度依存

性から特性温度を見積もった結果、53.6 Kであった。本試作の発振スペクトルを Fig. 2に示す。

すべての温度において、単一モードで発振し、80Cの高温においても 48 dBを超える副モード抑

圧比（SMSR）を確認した。波長シフトの温度依存性について見積もった結果、0.1 nm/K であっ

た。Fig. 3に 50Cと 80Cの遠視野像を示す。動作温度を上げても単峰ビームを維持し、その発

散角(1/e2)は 1.5以下であった。これらの結果は、PCSEL特有の特徴である単一モードかつ狭小な

ビーム出射を 80℃の高温においても維持可能であることを示す。 
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Fig. 1. I-L characteristics under CW 

conditions from 25 to 80C. 
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